
 

ようこそいくがくへ 
ご入会のしおり 
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いくがくゼミナールにご⼊入会をいただき、誠にありがとうございます。 

希望と期待を胸に当学院の⾨門をくくられたお⼦子様…。 

そんなお⼦子様の夢の実現に向け、⾼高い品質の教務サービス提供をお約束いたします。どうか安⼼心してお任せ下さいませ。 

当書⾯面では、初めていくがくゼミナールをご利⽤用いただきますお客様のために、当学院とおつきあいいただくうえで是⾮非知っておいていた

だきたいことまとめております。ご精読下さいませ。 

 

 

◆お授業開始までは、概ね以下のようなながれとなります。ご不明の点は、当学院までお気軽にお問い合わせ下さい。 

 

 

◆当学院では、業務の必要からご⼊入会に際して以下の書類をご提出いただいくことをお願いいたしております。 

①	 登録票その１：会員⽒氏名ご⾃自宅住所、世帯電話番号など、お客様の基本情報に関すること。 

②	 登録票その２：ご家庭のインターネット環境やご家族の携帯電話番号など、主に通信⼿手段に関する情報。 

③	 登録票その３：部活動やお習い事など、会員の⽣生活に関する情報。 

※登録票のご提出は当学サイトを通じてご提出頂くことも可能です。詳しくは担当にお問い合わせ下さい。 

◆ご通学いただく中で、以下のご提出をお願いすることがございます。 

④	 通知表コピー、定期試験結果など、学⼒力力到達度に関する資料。 

⑤	 ⾏行行事予定表、定期試験範囲表など、学校の発信する情報に関する資料。 

◆いずれも、⼤大変重要な個⼈人情報であるとの認識に⽴立立ち、情報の管理には万全を期しております。当学院の個⼈人情報取り扱いに対する⾒見見解

は、当学院サイト「プライバシーポリシー」（http://www.ikugaku.jp/privacy_policy.html）にて公開いたしております。 

 

 

◆当学院よりお客様へ連絡を申し上げる場合、もっぱら以下の通信⼿手段によるものとさせていただきます。 

①	 電⼦子メール（主：保護者様の携帯メールアドレス 補助的⼿手段：ご家庭の PCメールアドレス・会員の携帯メールアドレス） 

②	 お電話（主：ご家庭の固定電話番号 補助的⼿手段：保護者様の携帯電話番号） 

◆「交信内容を確実に保持する」という観点から、当学院では特に「電⼦子メール」での連絡を多⽤用いたします。メールアドレスを変更され

た場合は、なるべく早めにお知らせ（info@ikugaku.jp）をいただきますようお願いします。 
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お授業開始までのながれ 

［登録票その2、
その3］［⼝口座振
替依頼書］へのご
記⼊入をお願いいた
します。

個別指導をお選び
いただいたご家庭
に、授業曜⽇日時間
帯のご案内を申し
上げます。

授業開始までに、
初回費⽤用について
お払い込みをお済
ませ下さい。

ご案内の⽇日、時間帯にご通学
下さい。
初回授業⽇日、お⼦子様に［登録
票その2、その3］［⼝口座振替
依頼書］をお持たせ下さい。

教材は、初回授
業時、教室にて
ご提供いたしま
す。
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通額凱始威降 

 

通額凱始�め 



 

◆毎⽉月のお⽀支払いには、⾃自動振替の形をとらせていただいております。ご⼊入会時「⼝口座振替依頼書」への記⼊入にご協⼒力力下さい。 

◆⾃自動振替の開始には書類のご提出後２~３ヶ⽉月程度の期間を要します。環境が整いましたら当学よりお知らせを致します。それまでの期

間はお振り込み、もしくは教室窓⼝口への現⾦金金のお持ち込みによりお⽀支払いを頂きますようお願い致します。 

◆以降毎⽉月 27⽇日を基準⽇日とし、ご指定⾦金金融機関⼝口座からのお引き落としにより受領させて頂きます。 

 ※残⾼高不⾜足等によりお引き落とし不能の回が⽣生じた場合、翌⽉月ご請求分に再請求事務⼿手数料として 400 円（税抜）を計上させて頂きます。    

 

 

◆当学院では、〔キャロトレデータベース〕を中⼼心に、当学独⾃自開発の補助教材群を併⽤用して、⽬目的に適った「最短距離」の教務を⾏行行います。 

◆オンディマンド教材制作代⾦金金については、毎年 4 ⽉月に 1 年分を申し受けます。製本版テキスト、およびキャロトレプリントについては、

ご利⽤用時に実費（20 円~30 円／種類）をご負担いただく形でのご請求となります。 

◆中学部会員は、約２ヶ⽉月に 1度の「茨統テスト（コンピュータ学⼒力力診断テスト）」受験を必須とさせていただいております。 

 テストでは現在の学⼒力力到達度を測定するほか、志望校の合格判定も⾏行行います。 

 

 

◆教材費デポジットは、教材費・茨統テスト受験料・その他について、最⼤大 1 万円を限度に、お⽀支払い⽤用の原資を事前にお預かりする制度

です。教材費や茨統テスト受験料が⽣生じた時はまずこのお⼝口座からお⽀支払いをいただき、以降毎⽉月 2,000 円を上限とする範囲内で規定額

の 1万円に達するまで補填（追加拠出）をお願いいたします。 

◆退会時未払い費⽤用が残っている場合、その精算にこのお⼝口座を利⽤用させていただく場合がございます。 

◆教材費デポジットは、退会時規定の返還請求を⾏行行っていただくことで全額をお返しいたします。 

 

 

◆当学院の休校⽇日は以下です。 

①	 毎週⽇日曜⽇日 

②	 ⽉月末 29~31⽇日 

③	 季節講習期間中の所定の⽇日、もしくは期間（例：正⽉月・お盆休み） 

◆上記以外の⽇日は祝祭⽇日であっても全て開講いたしております。お間違えのないようご注意下さい。 

◆病気など、やむを得ない理由で⽋欠席なさる場合は事前にご連絡を頂きますようお願いいたします。なお、個別指導授業に限っては「授業

開始時刻 6時間前までのメールによるご申請」に限り、⽉月間授業回数の 30％の範囲内で「振替授業」の制度をご利⽤用いただけます。上⼿手

にご活⽤用下さい。 

 

 

◆いくがくゼミナールでは、授業のない⽇日でも⾃自由に利⽤用できる「無料⾃自習指導」の制度を設けています。教室内を⾶飛び交う有⽤用な情報の

数々、優秀な先輩から引き継がれる学校⽣生活や⽣生活習慣のツボ...。いくがく教務の神髄はこの⾃自習サービスにあると⾔言っても過⾔言ではあ

りません。以下のルールを遵守し、積極的ご活⽤用下さい。 

①	 利⽤用したい⽇日に当学院に電話で予約を⼊入れて下さい。（⾃自習受付専⽤用ダイアル：029-886-4424） 

②	 指⽰示された時刻に遅れずに登校して下さい。 

お支払い方法について 

教材とコンピュータテストについて 

教材費デポジットについて 

休校日と欠席について 

無料自習制度について 



 

❖呼称の前提 

○いくがくゼミナールは、当学に籍を置く⽣生徒を「会員」と呼称します。 

 

❖会員規則 

○教室到着時や授業開始時は⼤大きな声で元気よくあいさつをしましょう。 

○携帯電話は電源を切るかマナーモードにし、受発信はなるべく控えるようにしましょう。 

○授業開始の 5分前には教室に到着するようにしましょう。やむを得ず遅刻する場合は、事前に連絡を⼊入れるようにしましょう。 

○授業中の飲⾷食、私語は厳禁です。 

○授業中は講師の指⽰示に従って⾏行行動して下さい。授業には積極的に参加しましょう。 

○宿題は原則としてありません。課題演習⽇日までに授業内容の再確認をしておきましょう。 

○教室内での飲⾷食については⾷食べるタイミングや場所、ゴミの処分⽅方法について、教室管理者の指⽰示に従いましょう。 

○教室内でガムを嚙むことは禁⽌止しています。 

○⾃自習中の飲み物の持ち込み・摂取は⾃自由です。 

○教室内の備品は丁寧に扱うようにしましょう。使⽤用した机周りは、次の⼈人が気持ちよく使えるように整理整頓を⼼心がけましょう。 

○元気に挨拶をして帰宅しましょう。 

 

 

❖お約束 

○いくがくゼミナールは、会員たるお⼦子様の学⼒力力を伸ばしその求める学習⽬目標を達成していただくため、学院をあげて全⼒力力で取り組むこ

とをお約束します。 

 

❖緊急時の対応 

○いくがくゼミナールでは、お⼦子様の安全を脅かす様々な事態を予測し、その予防措置を講じております。また、考え得る限りの緊急事

態への対処を準備しております。安⼼心してお預け下さいませ。 

○お⼦子様の安全を脅かすおそれのある事象については、躊躇なく救急や警察に出動要請を⾏行行い、また直ちにご報告申し上げます。 

 

❖通塾をお控え頂くケース 

○以下の各事項に該当する場合、⼀一定期間通塾をお断りしたり退会をお願いする場合がございます。 

①	 遅刻⽋欠席が多い、指⽰示を守らないなど、情意および規律⾯面で不⼗十分と判断した場合。 

②	 いくがくゼミナール中学部本科に進学する際、学⼒力力⽔水準がその⼊入会要件に満たないと判断した場合。 

③	 思想⾯面および⾏行行動について他の会員への悪影響が看過できないと判断した場合。 

④	 法律に反する⾏行行為があった場合。 

⑤	 保護者様との円滑な意思疎通に問題が⽣生じた場合。 

⑥	 事前のご相談なく費⽤用のお⽀支払いに 30⽇日を超える遅延が⽣生じた場合。 

いくがくゼミナールの会員となるキミへ 

保護者様へ 


